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2013 年がスタートして早くも一ヶ月が経ちました。今年は例年よりも大

雪のため毎日の雪寄せで筋肉痛が続いています。雪で道幅も狭くなり、

歩行者も車を運転するほうも大変ですが譲り合いの心を忘れずに、事故、

怪我のないようにしたいものです。まだまだ寒い日が続くと思います。イン

フルエンザも流行し始めています。手洗い、うがいをして、寒さに負けずに

冬を乗り切りましょう。 

 

 

 

 メンテナンスに来院すると磨き残しのチェックのために染め出しを行っていますが、当院では赤と

青の二色で、新しいプラークと古いプラークに染め分け出来るタイプの染色剤を使用しています。皆

さんはなぜ「プラーク」だけが赤と青に分かれて染め出されるのか不思議に思ったことはありません

か？ 

 プラークは時間が経つにつれ歯ブラシで軽くこすっても取れにくい硬いものに変化していき、表面に

は軟らかい状態のままで付着しています。そこに染色剤を塗布すると色素が軟らかな表面から硬い

内部へと浸透し、プラークを構成しているタンパク質や多糖類と結合します。歯や歯肉には色素は浸

透しないためプラークだけが染め出されます。 

  

 

 

 

 

 

 

   きれいに見える口腔内               汚れの部分が染色される 

染色剤には食用色素が使われており、赤色はフロキシン、青色はブリリアントブルーがおもに使わ

れています。ブリリアントブルーはフロキシンに比べて拡散しやすい性質のため、軟らかいプラークか

らは流れ出て残ったフロキシンによって新しい表面のプラークが赤く染まります。そしてブリリアントブ

ルーは古くなったプラークに浸透して青色に染め出します。 

 毎回染め出しをされるのは面倒かもしれませんが、染め出しをするとプラークがはっきりと確認でき

るため、磨き方の癖などもわかり改善点を一緒に考えるのにとても有効となります。 



 
 2月にはいると県内では小正月行事が目白押しですね。 

大館のアメッコ市、男鹿のなまはげ柴灯まつり、横手のかまくら

まつり、湯沢の犬っこまつり、上桧木内の紙風船上げ、六郷の

竹打ち、仁井田の火振りかまくらなどなど。伝統的で幻想的な

雰囲気の中で行われる冬のお祭り。生まれてから４０数年ずっ

と秋田に住んでいますが、まだ一度も実際に見たことのないお

まつりもいくつかあります。寒くて家の中に閉じこもりがちです

が雪の中で行われるからこそのものなので、今年は上桧木内の紙風船上げにぜひ行ってみようと思

います。 

 

 

 

 今月行われる辻井伸行氏の日本ツアーのチケットを手に入れることが出来ました。TV から聴こえ

てきた辻井氏のピアノの繊細で優しい音色にものすごく感動した

ので、生の演奏を聴けることがとても楽しみです。私も高校生の

頃までピアノを習っていました。今は実家にピアノを置いたまま

で弾くことがありませんが、自宅にピアノを置くスペースと心に余

裕が出来たら再チャレンジをしたいです。心を癒してくれるような

音を奏でられるには時間がかかるかもしれませんが雑音だと言

われないように頑張りたいです。 

 

 

 
 むさしデンタルオフィスの石川です。先月スタッフ全員で今年の仕事に対する目標を発表しあいまし

た。なんとなく思うだけでなく、みんなの前で口に出して宣言したので、一年間目標に少しでも近づけ

るように努力しようと思います。 
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